九、国道９号線改築
１　国道９号線改築の動機


　国道９号線の改築は、山陰の発展と羽合町の発展飛躍をかけた一大宿願であった。鉄道敷設からはずれた羽合町は、橋津湊の衰退と共に交通の要点としての地理的存在を失った。そして裏街道的状況のなかで巾員４～４.５米の屈曲の多い国道１８号線（昭和２７年１２月４日９号線と改称）に頼ること久しい年月であった。道路いっぱいに砂利道を走っていたバス・トラックの姿と、現在の国道９号線を対比してみれば時代の進展が痛感させられる。しかし昭和２７年天神橋架替工事促進運動に始まって、４３年に県下全線の新国道９号線開通に至るまでの県下関係町村の行政的努力は大きく、ことに運動の中心となり、同盟事務局を受持っていた羽合町における陰陽の努力は永く、歴史に残る偉業であろう。

　さて、この歴史的大事業が遂行された経過を述べるにあたっては、まず「国道９号線改築の動機」と、「改修促進期成同盟会の活動内容」さらに「９号線改築工事実施概要」に分けて記述してみる。
９号線改築の動機
　国道９号線改築の動機であるが、これは昭和９年９月２１日の天神川大洪水によって流失した天神橋の架替と、天神川改修工事に関連して天神橋を永久橋にするための運動から始まる。すなわち、天神川改修工事が、昭和９年の大洪水を機に内務省直轄による工事として着工され、川上にあたる小鴨地区から年次的に改修が進んだ。しかし時あたかも日本は戦時体制の色彩をますます深め、国家予算は軍事費に投入されて工事は思うように進捗せず、下流に位置する羽合町付近ではいつ改修に着工できるか見通しもつかず焦慮の念にかられていた。そうした時、昭和１８年９月鳥取大地震によって天神川の新川地内堤防が約２００ｍ大亀裂

昭和１８年の地震
を生じ、さらに提防の沈下１ｍ以上という大災害が発生した。このため羽合地方における天
と新川堤防の亀裂
神川改修早期着工の要望はつのり、戦争の終った昭和２３年陳情に及んでいる。

　戦争が終ってようやく天神川改修工事は軌道にのり、２７年には田後地内の土地、物件、離作補償に手をつける段階となったが、こうした時期に、この地方の町村から起きたのが天神橋を永久橋にするための架替工事の要望であった。この問題は天神川改修とからんで、戦後いろいろな機会を促えて運動が続けられていたが思うような進展はみられていなかっただけに、関係町村からの陳情運動は真剣で次のような陳情書が出されている。
天神橋架替陳情書
　　　天神橋架替促進陳情書　

　鳥取県の中央を貫流する天神川の改修工事が昭和九年国策として着手せられ、爾来工事が順調な進捗をみましたことはこれ偏に御当局の熱心なる御施策の賜でありまして、これが為流域一帯の災害が未然に防止せられ、地方住民の不安を除去し延いては地方産業開発に大いなる貢献をもたらされましたことは、我々地方関係住民として誠に感謝と欣びに堪えないところであります。

　今や改修工事は附帯事業である架橋工事の着々その完成を見て居りますが、下流に位する天神橋の架替工事が唯一つ未着手となって居りますことは、改修工事が上流より施行されてきた進捗状況から見て止むを得なかったことと存じますが、本橋は鳥取、米子間を結ぶ国道第１８号線の架橋であり、当地方の交通運輸の中心である重要路線でありますので、現在の如き木橋では極めて不安を感ずるものであります。特に一度洪水に見舞れるか上流よりの氾濫せる水量の為に流失等その被害はかり知れざるものあり危険甚だしきが予想されますので、此際改修工事と併せ是非昭和２８年度には架替に御着手賜り度く、茲に地元関係住民の熱望を代表して陳情する次第であります。


　　昭和２７年５月３０日


　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県東伯郡中北条村長　　山本涼三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　池田律

　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県東伯郡下北条村長　　中江豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　中本豊一

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　大誠村長　　　谷口孝市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　大西宗治

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　由良町長　　　松井輝男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　吉村隆義

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　上北条村長　　大嶋廣正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　池田善一

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　上井町長　　　砂原美雅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　朝倉米太郎


　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　長瀬村長　　　故島賢市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　津村信太郎


　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　浅津村長　　　浅井益三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　島田安夫

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　橋津村長　　　坂本小治郎


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　岩本留治

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　宇野村長　　　尾崎一夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　伊藤美耆夫


　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県東伯郡泊村長　　　　山本文平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　宮本重基

　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　　花見村長　　　山崎武三郎


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　音田滝臣
天神橋架替促進期
　以上１２町村長及び議会議長の陳情書が提出されているが、陳情書の内容や当時の地元関

成同盟会の発足
係者の感覚では、新天神橋が仮に永久橋となっても現在のような立派な橋を想定していなかったらしく、文面にも「永久橋」という字句は使っていない。

　こうしてまず天神橋架替工事運動が本格的に緒についた翌６月６日、地元長瀬村、中北条村を中心に、前記陳情した１２か町村によって天神橋架替促進期成同盟会が結成された。会長には中北条村長が、副会長に故島長瀬村長が選任されて各町村長と議長をもって委員とした。促進同盟会の運動は、老朽化した現在の木橋を永久橋に架替えすると共に、国道１８号線（国道９号線は往時但馬街道、米子街道と呼ばれていたが、大正８年４月１１日法第５８号で国道１８号線に、昭和２７年１２月４日法令４７７号で国道９号線となった）を拡張改築する運動も発議されて、天神橋架替、国道の改良工事の両面にわたる運動が展開されることになった。ちょうどこの時期は、山陽道における１級国道２号線が国の直轄事業として大半の工事を完成しつつある折であり、政府においても山陰の国道１８号線（９号線）の全面改築の必要性も強く意識されだした頃でもあった。

　幸い天神橋架替工事は、国の道路整備５か年計画に取り上げられ、天神川工事々務所によって調査設計が進められ、昭和２８年１０月天神川改修付帯工事として施行されることになり、１０月１日起工式が中北条小学校を会場として、期成同盟会の町村関係者も出席して盛大に挙行された。

天神橋架替と国道
　新天神橋は、旧天神橋より２５０ｍ上流地点に建設され、橋長３１０.８ｍ、巾員７.５ｍ、
改築実施の関係
中央の径間１５０ｍはワーレン熔接橋の近代的永久橋で、工費１３０,０００,０００円、作業延人員４３,０００人、取付道路２７９.６ｍを含めて３１年９月完成した。そうして竣工式及び渡橋式が同年１２月１日鳥取県国道９号線改修促進期成同盟会と、地元羽合、北条の両町主催のもとに挙行された。この天神橋架替工事と、これにつながれた取付道路の２８０米こそ、山陰の大動脈となった新国道９号線全面改良の足がかりとなり出発点となった記念すべき事業であり、またこれを契機に、山陰の各県に国道改築早期実現を期する動きがみえだしたのである。
